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 IT 食 農 だ よ り 

東
海
地
域
の
６
次
産
業
化
推
進
人
材

育
成
第
11
期
生
の
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
！   

 

９
月
３
日
（
土
）
に
「
東
海
地
域
の
６
次
産
業
化

推
進
人
材
育
成
」
の
開
講
式
が
対
面
で
行
わ
れ
、

11
期
生
14
名
を
迎
え
ま
し
た
。 

髙
山
弘
太
郎
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
長
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
山
内
高

弘
特
任
准
教
授
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
開
講
式
後
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
受
講
生
の
自
己
紹
介
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
受
講
動
機
や
学
び
た
い
事
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
互
い
に
交
流
を
深
め
、
４
ヶ
月
に
及

ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
が
充
実
し
た
時
間
に
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。 

(

文
責
：
水
鳥
絵
理) 

第
１
回 

６
次
産
業
化 

先
進
事
例
の

視
察
研
修
（食
品
加
工
研
修
）を
行
い

ま
し
た
！ 

「実
践
的
キ
ク
栽
培
論
、
実
践
的
ト
マ

ト
栽
培
論
」第
２
期
生 

開
講 

 

10
月
３
日
（
月
）
、
キ
ク
栽
培
論
コ
ー
ス

に
２
名
の
受
講
生
を
迎
え
、
「
実
践
的
キ
ク
栽

培
論
、
実
践
的
ト
マ
ト
栽
培
論
」
の
オ
ン
ラ
イ

ン
開
講
式
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。 

 

開
講
式
は
、
髙
山
弘
太
郎
先
端
農
業
・
バ
イ

オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

山
内
高
弘
特
任
准
教
授
に
よ
る
人
材
育
成
事
業

の
概
要
説
明
及
び
ス
タ
ッ
フ
紹
介
、
受
講
生
の

自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
は
、
受
講
上
の
注
意
事
項
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
受
講
生
か
ら
も
積
極
的
に
質
問

が
さ
れ
る
な
ど
、
少
人
数
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
（
文
責
：
前
田
紀
子
）  

 

６
次
産
業
化
11
期
生
の
先
進
事
例
調
査
研

修
（
食
品
加
工
研
修
）
を
10
月
２
日
（
日
）

に
実
施
し
ま
し
た
。 

 
研
修
先
は
い
ず
れ
も
田
原
市
で
、
午
前
が
養

豚
、
食
肉
加
工
の
「
（
株
）
Ｇ
フ
ァ
ー
ム
：
鈴

木
美
仁
代
表
取
締
役
」
、
午
後
が
メ
ロ
ン
、
イ

チ
ゴ
の
観
光
農
園
「(

株
）
ジ
ュ
ン
グ
リ
ー

ン
：
冨
田
雅
則
代
表
取
締
役
（
６
次
化
２
期

生
、
植
マ
ネ
５
期
生
）
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
受
講
生

10

人
が
参
加
し
、
Ｇ

フ
ァ
ー
ム
で
は
、
道
の
駅
「
田
原
め
っ
く
ん
ハ

ウ
ス
」
で
、
食
肉
加
工
の
作
業
場
や
売
店
を
見

学
し
た
後
、
長
男
の
鈴
木
雄
大
氏
（
６
次
化
４

期
生
）
等
か
ら
経
営
概
要
、
６
次
産
業
化
の
取

り
組
み
、
食
物
残
渣
等
を
豚
の
エ
サ
と
す
る
食

品
ロ
ス
対
策
を
取
り
入
れ
た
循
環
型
農
業
、
畜

産
廃
棄
物
に
関
す
る
メ
タ
ン
発
電
等
の
話
し
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
ン
グ
リ
ー
ン

で
は
、
イ
チ
ゴ
の
栽
培
施
設
を
視
察
し
た
後
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ジ
ャ
ム
作
り
研
修
を
行
い
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
受
講
生
か
ら

聞
か
れ
ま
し
た
。
各
視
察
先
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
聞
い
て
、
熱
心
な
質
問
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。
（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

2022年度「東海地域の６次産業化推進人材育成 第11期生」 

開講式集合写真 

ブルーベリーのジャム作り体験 

 

６
次
産
業
化
、
IT
食
農
先
導
士
の
修
了
生

５
名
が
、
９
月

15

日
に
名
古
屋
市
の
東
海

コ
ー
プ
事
業
連
合
で
開
発
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
海
コ
ー
プ

事
業
連
合
は
、
東
海
３
生
協
（
コ
ー
プ
ぎ
ふ
、

コ
ー
プ
あ
い
ち
、
コ
ー
プ
み
え
）
か
ら 

生
協

６
次
産
業
化
、
IT
食
農
先
導
士
修
了

生
が
、
東
海
コ
ー
プ
事
業
連
合
で
、
開

発
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
！ 



 

茂
し
ま
す
。
ま
た
、
枝
に
は
ト
ゲ
が
あ
り

ま
す
。
果
実
は
長
さ
４
～
８

cm

の
縦
長

で
、
表
皮
は
普
通
の
柑
橘
類
と
同
様
で

す
。
し
か
し
、
切
っ
て
み
る
と
果
肉
の
部

分
に
は
丸
い
粒
状
の
砂
じ
ょ
う
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
丸
い
粒
状
の
砂
じ
ょ
う
が
魚

卵
の
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
フ
ル
ー

ツ
キ
ャ
ビ
ア
の
別
名
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ

ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
に
は
い
く
つ
か
の
品
種
が

あ
り
、
砂
じ
ょ
う
の
色
が
薄
い
黄
緑
の
も

の
、
ピ
ン
ク
の
他
に
も
、
緑
色
や
白
っ
ぽ

い
色
の
も
の
ま
で
様
々
で
す
。
フ
ィ
ン

ガ
ー
ラ
イ
ム
は
ミ
カ
ン
の
よ
う
に
フ
ル
ー

ツ
と
し
て
そ
の
も
の
を
味
わ
う
も
の
で
は

な
く
、
高
級
食
材
と
し
て
料
理
や
ス
イ
ー

ツ
の
飾
り
や
食
感
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
使
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
需
要
に
対
し
て
供
給
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
高
値
で
取
引

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ

イ
ム
の
主
な
産
地
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
で
、
こ
れ
ら
の
国
か
ら
輸
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
苗
木
が
販
売
さ

れ
始
め
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム

の
栽
培
は
温
暖
な
地
域
が
向
い
て
ま
す

が
、
こ
の
地
域
で
も
温
室
栽
培
で
き
そ
う

で
す
。
（
文
責
：
熊
﨑
忠
）  

学
名
：C

itru
s a

u
stra

la
sica 

英
名
：Finger lime 

 

フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
原
産
の
ミ
カ
ン
科
ミ
カ
ン
属
の
常
緑
果

樹
で
す
。
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
が
自
生
す

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
樹
高
が
２
～

７
ｍ
に
も
な
り
、
枝
が
ブ
ッ
シ
ュ
状
に
繁

 

サ
ン
セ
ベ
リ
ア
（
学
名
：S

a
n
sevieria

 

trifa
scia

ta

）
は
、
リ

ュ

ウ

ゼ

ツ

ラ

ン

（
キ
ジ
カ
ク
シ
）
科
の
多
年
草
で
、
ア

フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯

が
原
産
の
多
肉
植
物
で
す
。
乾
燥
に
強

い
植
物
で
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
な
ど

の
熱
帯
や
亜
熱
帯
の
乾
燥
地
に
61
種
が

自
生
し
て
い
ま
す
。
最
も
一
般
的
な
種

類
は
、
ト
ラ
ノ
オ
と
も
呼
ば
れ
る
サ
ン

セ
ベ
リ
ア
・
ト
リ
フ
ァ
ス
キ
ア
タ
、
ア

ツ
バ
チ
ト
セ
ラ
ン
の
園
芸
品
種
で
す
。

葉
色
は
緑
色
単
色
の
も
の
や
横
縞
模
様

が
入
る
も
の
が
あ
り
、
草
姿
は
株
立
ち

状
や
ロ
ゼ
ッ
ト
状
に
な
り
ま
す
。 

 

で
き
る
だ
け
日
当
た
り
の
よ
い
場
所

に
置
き
、
乾
か
し
気
味
に
管
理
し
ま

す
。
日
光
が
弱
い
と
葉
が
軟
弱
に
な
る

の
で
注
意
し
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
戸
外

や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
置
い
た
株
は
、
冬

は
室
内
に
取
り
込
み
ま
す
。
乾
燥
に
非

常
に
強
い
植
物
で
水
を
与
え
す
ぎ
る
と

根
か
ら
腐
り
ま
す
。
水
は
土
の
表
面
が

乾
い
て
か
ら
与
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

冬
に
関
し
て
は
15
℃
以
上
の
気
温
が
保

て
る
な
ら
生
育
期
よ
り
多
少
回
数
を
少

な
め
に
水
や
り
を
行
い
ま
す
が
、
一
般

的
に
は
水
を
一
切
断
っ
て
暖
か
く
な
る

ま
で
水
を
与
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（
冬
期
に
水
を
与
え
な
い
こ
と
で
休
眠

状

態

に

な

り
、
耐

寒

性

が

増

し

ま

す
）
。
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
再
び
水
や

り
を
開
始
し
ま
す
。
根
の
生
育
も
旺
盛

で
根
茎
（
地
面
の
中
を
横
に
は
う
茎
）

が
伸
び
る
品
種
は
２
年
も
ほ
お
っ
て
お

く
と
鉢
が
割
れ
る
ほ
ど
根
が
広
が
り
ま

す
。
株
分
け
と
葉
挿
し
で
ふ
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
適
期
は
５
～
８
月
で
す
。

株
分
け
は
鉢
か
ら
抜
い
た
株
の
土
を
よ
く

落
と
し
て
根
茎
を
３
か
ら
４
つ
に
切
り
分

け
て
半
日
ぐ
ら
い
日
陰
で
切
り
口
を
乾
か

し
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
を
用
土
に
植
え
付
け

ま
す
。
ま
た
葉
の
な
い
根
茎
も
土
の
上
に

横
に
伏
せ
て
置
く
と
根
と
葉
が
で
て
き
ま

す
。 

 

葉
挿
し
は
一
枚
の
葉
を
横
に
（
葉
に
対

し
て
垂
直
に
）
３
か
ら
４
つ
に
切
り
分
け

て
切
り
口
を
川
砂
に
挿
し
て
お
く
と
や
が

て
根
が
出
て
新
芽
が
ふ
き
ま
す
。
た
だ

し
、
葉
に
模
様
の
入
っ
て
い
る
品
種
の
葉

を
こ
の
方
法
で
ふ
や
す
と
新
し
く
で
て
く

る
葉
は
模
様
が
消
え
て
緑
色
一
色
に
な
っ

て
し
ま
い
、
同
じ
株
を
得
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
気
温
が
高
く
て
乾
燥
す

る
と
ハ
ダ
ニ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
（
文
責
：
山
内
高
弘
） 

季
節
の
花 

サ
ン
セ
ベ
リ
ア 

旬
の
食
べ
物
：
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム 

フィンガーライム 

サ
ン
セ
ベ
リ
ア
の
写
真 

で
扱
う
商
品
の
企
画
・
開
発
・
調
達
、
物

流
、
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
事
業
を
委
託
さ

れ
た
連
帯
組
織
で
、
３
生
協
合
わ
せ
て
組

合
員
数
は
約
96
万
人
い
ま
す
。
今
回
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
カ
タ
ロ
グ

に
商
品
を
載
せ
、
提
供
す
る
目
的
で
行
い

ま
し
た
。  

 
 

当
日
は
、
①
原
田
愛
子
氏
（
６
次
化
１

期
生
、
東
海
食
プ
ロ
の
会
会
長
）
「
柿
あ

ん
」
、
②
中
内
田
明
子
氏
（
６
次
化
５
期

生
）
「
野
菜
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
他
」
、
③
加
藤
久

美
子
氏
（
６
次
化
５
期
生
）
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ジ
ャ
ム
３
種
」
、
④
藤
城
義
久
氏

（
６
次
化
３
期
生
）
「
あ
じ
醤
油
、
菜
の

花
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
、
⑤
こ
だ
わ
り
農
場

鈴
木
：
鈴
木
晋
示
氏
（
IT
食
農
１
期
生
）

「
米
と
シ
イ
タ
ケ
」
の
説
明
と
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。
各
発
表
者
は
、
熱
心
な

プ
レ
ゼ
ン
と
東
海
コ
ー
プ
事
業
連
合
か
ら

の
質
問
に
的
確
に
回
答
し
て
お
り
ま
し

た
。
終
了
後
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
い

う
声
が
発
表
者
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。 

（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

東海コープ事業連合でのプレゼンテーション 

（原田東海食プロの会会長） 


